










履修科目決定モデル 

１．はじめに 

大学では自身の学びたい分野・科目を選択し、かつ４年間で経済学部の定める卒業要件を満たせるよう計画的に

履修する必要があります。１年次においては、以下のモデルおよびシラバスを参考に時間割を組み立ててください。

なお、あくまでもモデルですのでご自身の興味・関心に応じて、モデルに掲載されていない科目を履修してもかま

いません。

２．経営学部 

（１）履修科目決定のポイント 

①春学期は１セメ配当および１－２セメ配当、１－８セメ配当、秋学期は１－２セメ配当および１－８セメ配当、

２－８セメ配当科目を履修できる 

②春学期、秋学期とも最大で 22 単位まで履修できる 

③クラス指定された科目（登録必須科目）を軸にする 

 クラス指定された科目は、必ず履修しなければならない科目です。KGU ポータルへログインし、画面上部メニ

ューから『履修時間割』を確認すると各自のクラスが記載されています。 

＜科目の名称について＞ 

④専門科目は、基本科目を優先する 

 専門科目については、１セメ（１年次春学期）、２セメ（１年次秋学期）ともに、基本科目を優先して履修します。 

⑤総合科目は、１セメは総合基礎科目、２セメは総合テーマ科目を優先する 

 卒業要件を満たすためには、専門科目だけでなく、総合科目も履修しなければなりません。１セメは総合基礎科

目を、２セメは総合テーマ科目を優先的に履修すると良いでしょう。 



⑥春学期をベースに秋学期を考える 

 春学期は、自らの興味関心を考えつつ、クラス指定科目を軸に、その前後の時間帯に、専門科目や総合科目を配

置しながら時間割を組みます。秋学期は、春学期に履修した科目と同じ曜日・講時にあたる科目を選択すると時

間割を組みやすいといえます。春学期に履修した科目の担当者は秋学期も同一曜日講時で別の科目を担当してい

ることが多いので、その科目を履修すると良いでしょう。例えば、春学期に月曜５講時の「簿記１C」（A 先生）

を履修した場合、秋学期も同じ月曜５講時の「簿記２C」（A先生）を履修するといったイメージです。もちろん、

春学期、秋学期で全く別の科目を履修しても構いません。例えば、春学期に月曜５講時の「簿記１C」（A 先生）

を履修して、秋学期は火曜２講時の「簿記２Ｄ」（B先生）を履修するといったことも可能です。 

 ※「簿記１A」「簿記１B」などの科目名の後のローマ字は同じ科目ですが、クラスが異なることを意味します。 

⑦１日の履修科目数は３科目前後にする 

 大学の授業は、予習復習を前提に成り立っていますので、１日にあまり多くの科目を履修するのは好ましくあり

ません。クラス指定科目の配置にもよりますが、１日３科目程度を目安にすると良いでしょう。 

（２）履修科目決定ステップ 

①春学期 

〔ステップ１〕クラス指定科目 

経営学部は次の科目がクラス指定されています。これらの科目は指定されたクラスの履修登録を行わなくてはな

りません。指定された全ての科目を履修登録すると、春学期に６科目８単位の履修科目が決定します。 

【春学期】 合計８単位 

・英会話１または英会話（上級）１ （１単位） 

・フレッシャーズ・イングリッシュ１またはフレッシャーズ・イングリッシュ（上級）１ （１単位） 

・基礎ゼミナール （２単位） 

・ＫＧＵキャリアデザイン入門１（１単位） 

・ＫＧＵキャリアデザイン入門２（１単位） 

・Ｋ-biz ベーシック１ （２単位） 

〔ステップ２〕経営学科目の基本科目 

次に、１セメスターから開講されている基本科目を選択しましょう。経営学科目では「基本科目」として「現代

企業１」、「簿記１」、「現代流通１」の３科目が開講されています。基本的には、これら３科目 6 単位を履修する

とよいでしょう。 

※「会計人材育成プログラム」を目指す人は、「簿記１」ではなく「簿記および演習１（３単位）」を履修すること

が望ましいでしょう。なお、「簿記１」と「簿記および演習１」の同時履修はできません。 

〔ステップ３〕総合基礎科目 

総合科目の「総合基礎科目」の中で興味のあるものを、春学期に開講されている科目から３科目選択してみまし

ょう。なお、１年生のみの開講科目である、「文章を書く」と「パソコン入門」は今後の学習を円滑に進めるため

にも、ぜひ履修して欲しい科目です。 

※上記〔ステップ３〕までで、春学期２０単位が決まりました。残る２単位は「地域志向科目」を履修してみまし

ょう。「地域志向科目」は、本学が立地している神奈川の地域の現状や特色、課題などについて様々な角度から学

ぶことができます。卒業までに必ず２単位を修得しなければなりませんので、１年生から履修しましょう。また、

語学に興味がある方は、第二外国語を履修してもよいでしょう。 

なお、クラス指定科目の配置の関係で、実際には、ここまでで２０単位分履修できないこともあるでしょうから、

その部分については、『履修要綱』の「経営学部 科目区分表」を見ながら、１年次に配当されている科目から何

を履修するかを考えてください。 

※「会計人材育成プログラム」を目指す人は、〔ステップ３〕までで春学期２1 単位が決まりました。「地域志向 

科目」や「第二外国語」などの１単位の科目を履修して２２単位まで履修しましょう。 



②秋学期 

〔ステップ１〕クラス指定科目 

経営学部生は次の科目がクラス指定されています。これらの科目は指定されたクラスの履修登録を行わなくては

なりません。指定された全ての科目を履修登録すると、秋学期に３科目４単位の履修科目が決定します。 

【秋学期】 合計４単位 

・英会話２または英会話（上級）２ （１単位） 

・フレッシャーズ・イングリッシュ２またはフレッシャーズ・イングリッシュ（上級）２ （１単位） 

  ・Ｋ-biz ベーシック２ （２単位） 

〔ステップ２〕経営学科目の基本科目 

次に、経営学科目の基本科目を選択しましょう。経営学科目では「基本科目」として「現代企業２」、「簿記２」、

「現代流通２」、「経営管理１」、「原価計算基礎」、「会計１」、「コンピュータとインターネット１」、「コンピュー

タとインターネット２」、「マーケティング１」、「経営組織」の１０科目が開講されています。これら９科目の中

から春学期に履修した科目のペア科目（「現代企業２」、「簿記２」、「現代流通２」）を中心に、５科目１０単位分

を履修するとよいでしょう。 

※「会計人材育成プログラム」を目指す人は、「簿記２」ではなく「簿記および演習２（３単位）」を履修すること

が望ましいでしょう。「簿記および演習１」を履修した学生は、「簿記２」を履修することはできません。 

〔ステップ３〕総合テーマ科目 

総合科目の「総合テーマ科目」の中で興味のあるものを秋学期に開講されている科目から３科目６単位、選択 

してみましょう。 

※上記〔ステップ３〕までで、秋学期２０単位が決まりました。残る２単位は、「キャリア科目」、「基本科目」、 

 「総合基礎科目」、「総合テーマ科目」の中から『履修要綱』の「経営学部 科目区分表」を見て、１年次に配当

されている科目のシラバスを読んで受講したいと思った科目を履修しましょう。 

 春学期に第二外国語を履修した場合は、春学期に履修した科目のペア科目を履修するのもよいでしょう。 

※「会計人材育成プログラム」を目指す人は、〔ステップ３〕までで秋学期２１単位が決まりましたので、春学期同

様に「地域志向科目」や春学期に履修した「第二外国語」のペア科目などの１単位の科目を履修して２２単位ま

で履修しましょう。 


